











































馬 2 頭を置いて宿場とし、西山の鳥羽村を移住させた 3）。
いらい鳥羽村の住民は、大堰川の洪水に苦しみ続けるこ
とになった（写真 1 および第一表参照）。鳥羽宿設置か






































































5 月 10 日廃藩置県
鳥羽宿は駅逓所となる 5月 18 日夜半園部領南部
烈風猛雨。潰家 280、半壊 106、山陰道松並木



























槇村正直京都府知事に就任。 明治 8年（1875） 鳥羽村、合流地の工事費補償を願い出る。




















1月、第三代北垣国道知事着任。 明治 14 年（1881）
〈参考文献〉鳥羽区有文書。「都鄙新聞」慶応 3 年 5 月〜同 5 年。『日吉町誌』（1986）。『日本史年表』（河出書房）。「報知新報」明治
















































































































第 ２ 図　鳥羽集落の地名と昭和 45 年頃の土地利用
注 1）地名は鳥羽文書に現れるものである。高見以北が洪水頻
発地域。
注 2）基図は 2,500 分の 1 八木町図（1）（4）（5）より作成した。
測量年次は、八木町図（1）が昭和 45 年、（4）が昭和
48 年、（5）が昭和 46 年である。































































































































































と、国庫は慶応 3 年 12 月 27 日に金穀出納所が設置
















運営は極めて困難になった」政府は、「明治 6 年 7 月、
歳入の安定化と増加を目指して、地租改正法が布告され、
地価の 10 分の 3 の地租金納が決められた」（鍵括弧内は
上記論文の引用）。強引な地租改正は、各地で大規模な
農民一揆を引き起こし、その規模は、天明期以降の農民
一揆を凌いだ。明治 2 年 2 月、版籍を還した園部藩は園
部郡となり、この直後の通達「郡中制法」でも、防水の
心得を力説している。しかし翌 3 年の、8 月 9 月と続い
た洪水に、園部郡は非常事態を宣言した。加えて明治 4
年 5 月 18 日夜半、園部県南部を襲った「烈風猛雨」は、




返す」に始まる若い藩主の声明は、救助米 73 石 2 斗 5 升、
救助金 700 両は、京都府から借用したとある。鳥羽村が、
京都府の仲介で園部藩の御米蔵を「買受」たのは、「烈
















































































































昭和 28（1953）年 9 月 28 日の大堰川大洪水の直後、
鳥羽区の集会所の倉庫から、渋紙で包み、「不開函」と





































































































































































































































も不明だが、関連文書 3 点のうちの 2 点が、「法律第三
百弐十号」と明記していことから、「修築規則」への対
応であることがとは明らかである。「修復規則」に対す



































































































ちの大堰川の入費であるが、明治 6 年、7 年、10 年に洪
水があり、明治 7 年は被害が大きかったことを、入費額
が示している。
















































久保利通は、欧米巡覧 14）から帰った 2 か月後の明治 6 年、
「河港道路修築規則」をもって、この壮大な計画に乗り
出した。しかし、その 6 年後の明治 12（1879）年 5 月




































































































南北 8.5m、東西 14.3m で、すべて川の石を積む。
９）布施英夫「舟運路の開発と舟運技術」（大熊孝編『川を制
した近代技術』、平凡社、1994、38 頁）
10）貨幣価値は同じだが、当時は、円より両という人が多かっ
た。大堰川の井関費は、すべて円で記帳されている。吉富村
では、昭和 10（1935）年ごろにも、両という老人があった。
11）福田忠雄「明治維新と鳥羽」、『郷土誌八木』第三号、1990、
64〜66 頁
12）『船井誌』、人見竜象による、維新直後の船井郡の聞き取
りを、後年、弟子によって、京都大学と府立総合資料館へ手
書の 2 冊を贈った。その第一巻に、大堰川の洪水と園部藩川
掛役人の聞き取りがある。
13）『欧米回覧実記』（岩波書店）によれば、「右大臣岩倉具視
を特命全権大使とする明治四年（1871）十一月の岩倉使節団
は、幕末維新期の最大にして最も質の高い、そして最終の遣
外使節団である。副使は参議木戸孝允、大蔵卿大久保利通、
工部大輔伊藤博文、外務少補山口尚芳で、総勢約五十名」
だった。大久保は「大使に副す」身分で参加した。
14）前掲「明治初頭の河川行政」、155 頁
＊ ほかに、『園部町史』など、別紙第一表「明治維新直後の
京都府と船井郡鳥羽村」下段の文献を使用。
